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●
四
川
大
地
震
の
発
生

　

①
災
害
規
模

　

二
〇
〇
八
年
五
月
一
二
日
午
後
、
中
国
・
四
川

省
を
中
心
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八・〇
の
地
震
が
発

生
し
た
。
六
万
九
二
二
七
人
が
死
亡
し
、

三
七
万
四
六
四
三
人
が
負
傷
、
行
方
不

明
は
一
万
七
九
二
三
人
に
達
し
た
（
九

月
一
八
日
時
点
）。
四
川
省
だ
け
で
も
都

市
・
農
村
で
計
五
二
〇
万
戸
余
り
が
被

害
を
受
け
、
う
ち
一
五
七・七
万
戸
は
再

建
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
地
震
で
は

学
校
が
多
く
倒
壊
し
、
生
徒
が
下
敷
き

と
な
り
、
四
川
省
の
死
亡
・
行
方
不
明

者
は
五
三
三
五
名
に
達
し
た
。
こ
の
た

め
、
校
舎
の
手
抜
き
工
事
が
メ
デ
ィ
ア

で
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。

　

直
接
経
済
損
失
は
八
四
五
一
億
元
で

あ
り
（
九
月
四
日
公
表
）、
当
然
四
川
が

最
も
深
刻
で
あ
っ
た
。
四
川
の
損
失
は

全
体
の
九
一・
三
％
を
占
め
、
甘
粛
は

五・八
％
、
陝
西
は
二・九
％
を
占
め
た
。

　

こ
の
損
失
の
う
ち
、
家
屋
の
損
失
が

最
も
大
き
く
、
全
体
の
二
七・
四
％
を

占
め
た
。
学
校
・
病
院
そ
の
他
非
住
宅
用
建
物
の

損
失
は
二
〇・
四
％
を
占
め
る
。
こ
の
ほ
か
、
イ

ン
フ
ラ
・
道
路
・
橋
梁
・
そ
の
他
都
市
イ
ン
フ
ラ

の
損
失
は
二
一・九
％
を
占
め
た
。
七
〇
％
以
上
の

損
失
は
こ
の
三
つ
で
あ
る
。

　

本
年
四
月
三
〇
日
時
点
で
、
内
外
か
ら
受
け

取
っ
た
支
援
物
資
・
義
捐
金
は
七
六
七・
一
二
億

元
で
あ
る
。
政
府
が
設
立
し
た
災
害
復
興
基
金
は
、

総
規
模
三
千
億
元
に
達
し
た
。

　

②
中
央
の
対
応

　

中
央
政
府
の
地
震
へ
の
対
応
は
表
１
に
示
し
た

と
お
り
で
あ
る
。

　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
八
月
八
日
～
二
四
日
）

が
近
づ
く
と
地
震
関
連
報
道
は
激
減
し
た
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
は
い
く
つ
か
の
報
道
が
見
ら
れ

た
が
、
九
月
下
旬
を
最
後
に
報
道
は
国
際
金
融
危

機
に
重
点
が
移
さ
れ
た
。

●
政
治
へ
の
影
響

　

①
指
導
者
の
動
向

　

古
来
よ
り
天
災
は
指
導
者
の
徳
と
関
係
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
大
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
指
導
者
は
直
ち
に
現
地
に
赴
き
指
導

に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
九
八
年
、

建
国
以
来
の
大
洪
水
が
発
生
し
た
際
も
、
当
時
の

江
沢
民
国
家
主
席
は
訪
日
を
延
期
し
て
ま
で
事
態

の
収
拾
に
当
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

四
川
大
地
震
（
中
国
で
は
「
汶
川
大
地
震
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
）
発
生
当
日
、
温
家
宝
総
理
は
直

ち
に
四
川
省
に
向
っ
た
。
そ
の
後
も
温
家
宝
総
理

は
た
び
た
び
現
地
を
視
察
し
て
い
る
。
胡
錦
涛
総

書
記
、
次
期
最
高
指
導
者
候
補
の
李
克
強
副
総
理

も
温
家
宝
総
理
に
続
い
て
四
川
省
に
向
か
っ
た
。

も
う
一
人
の
次
期
最
高
指
導
者
候
補
で
あ
る
習
近

平
政
治
局
常
務
委
員
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
で

あ
っ
た
た
め
、
当
初
は
故
郷
の
陝
西
省
に
立
ち
寄

り
、
被
害
の
中
心
で
あ
る
四
川
省
入
り
は
大
幅
に

遅
れ
た
。
こ
れ
は
習
近
平
に
対
す
る
国
民
の
イ

メ
ー
ジ
を
低
下
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
カ

バ
ー
す
る
か
の
よ
う
に
、
習
近
平
の
妻
子
は
積
極

的
に
四
川
省
に
赴
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

た
だ
、
中
国
の
統
治
構
造
の
問
題
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
中
国
で
は
、
人
民
解
放
軍
は
国
軍
で
は

な
く
共
産
党
の
私
兵
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
軍
の

指
導
は
共
産
党
中
央
軍
事
委
員
会
（
主
席
は
胡
錦

涛
総
書
記
）
が
行
う
が
、
総
理
は
こ
の
メ
ン
バ
ー

中
国
・
四
川
大
地
震（
二
〇
〇
八
年
）

特
集

特
集

︱
︱
そ
の
政
治
・
経
済
政
策
へ
の
影
響

田
中　

修
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表１　中央政府の地震への対応

2008年
５月12日 地震対策総指揮部を設置。総指揮は温家宝総理、副総指揮は李克強副総理・回良玉副総理である。温家宝総理は

直ちに四川省に向かい、陣頭指揮をとった。

５月13日 財政部は中央財政から緊急に8.6億元を支出する旨を決定（のち11.1億元に増）。

５月16日 胡錦涛総書記四川省入り。

５月18日 李克強副総理四川省入り。

５月19日 習近平政治局常務委員が陝西省を視察。財政部・国家税務総局は被災地域の税の減免を発表。

５月20日 中央財政は、臨時生活救助資金25億元支払いを決定。人民銀行は被災地域の預金準備率を据え置き、貸出支援
を強化。

５月21日 国家発展・改革委員会は、被災地域での違法価格行為の取締りを表明。

５月22日 温家宝総理は再び四川省に入り、地震でできたダム湖を視察。24日の現地記者会見では、①テント不足、②防疫、
③２次災害の防止が重要問題であると表明。

５月25日 呉邦国全人代常務委員長が四川省入り。

５月27日 総指揮部会議で、今後の重点を、①傷病者の救済、②被災者の生活安定、③衛生・防疫活動、④死亡者の処理、
⑤２次災害の防止、⑥生産の組織的回復、⑦社会安定の維持、⑧災害復興前期活動に置くことを決定。

６月３日 総指揮部会議で、生産回復活動に力点を置く旨決定。

６月４日 国務院常務会議で「地震災害復興条例」を決定。これにより、災害復興計画策定に向けた活動が開始された。

６月５日 温家宝総理３度目の四川省入り。規模の大きい唐山堰のダム湖問題を集中的に検討。

６月９日 総指揮部会議で、医療・防疫を検討。「地震災害復興条例」が公布された。

６月11日 地震災害復興対口支援案を決定（公表は18日）。これにより、東部・中部の19省市が被災の深刻な地域の援助を
１対１で負担することとなった。

６月13日 中央・地方責任者会議で地震対策を総括。オリンピックへの方向転換。

６月16日 総指揮部会議で２次災害発生防止を検討。特に雨季対策に重点がおかれた。

６月20日 温家宝総理が陝西・甘粛省を視察。

６月25日 謝旭人財政部長が、全人代常務委員会に対し700億元の災害復興基金を創設する旨を説明。

６月27日 習近平政治局常務委員が四川省を視察。

６月29日 「地震災害復興を支援する政策措置に関する国務院意見」決定（公表は30日）。ここでは、財政・税制・就業・金融・
産業・社会保険・食糧等の政策が細かく規定されている。

６月30日 地震対策で優れた成果を挙げた末端党組織・党員の代表座談会開催。胡錦涛総書記が重要講話。

７月３日 「地震災害復興活動に関する国務院指導意見」決定。これは、６月29日の決定が各論であるのに対し、総論的内
容となっている。

７月12日 総指揮部会議で、生活困難な大衆の救助策を検討。

８月５日 総指揮部会議で、災害復興全体計画を討議。

８月31日 温家宝総理四川省視察。冬に向けた対策を指示。

９月４日 地震専門家委員会・史培軍主任記者会見。直接経済損失額を初めて公表。

９月８日 財政部、災害復興関連貸出に対する３年間利息補助の管理弁法を公表。

９月23日 国務院が災害復興全体計画を公表。

2009年
５月12日 四川汶川特大地震１周年記念行事挙行。胡錦涛総書記、李克強副総理が出席。胡錦涛総書記が重要講話。

（出所）筆者作成。
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で
は
な
く
、
軍
に
対
し
何
の
権
限
も
も
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
は
言
わ
ば
中
国
版
「
統
帥
権
の
独
立
」

と
い
え
よ
う
。
こ
の
た
め
、
温
家
宝
総
理
は
現
地

入
り
を
し
て
も
軍
を
十
分
に
指
揮
で
き
ず
、
胡
錦

涛
総
書
記
の
現
地
入
り
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

②
国
際
世
論
の
沈
静
化

　

二
〇
〇
八
年
三
月
に
発
生
し
た
チ
ベ
ッ
ト
暴
動

と
政
府
の
強
硬
な
対
応
、
聖
火
リ
レ
ー
に
お
け
る

聖
火
防
衛
隊
の
異
様
な
光
景
、
カ
ル
フ
ー
ル
不
買

運
動
に
見
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
な
ど

が
重
な
り
、
中
国
に
対
す
る
国
際
世
論
は
厳
し
さ

を
増
し
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
暗
雲
が
立
ち

込
め
て
い
た
。
し
か
し
、
地
震
発
生
後
、
中
国
政

府
は
直
ち
に
諸
外
国
に
救
援
要
請
を
行
い
、
外
国

メ
デ
ィ
ア
の
現
地
取
材
を
容
認
し
た
。
こ
れ
は
、

サ
イ
ク
ロ
ン
被
害
後
、
頑
な
に
国
際
的
人
的
救
援

を
拒
ん
だ
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
対
照
的
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
地
震
を
契
機
に
国
際
世
論
の
中
国
批

判
は
急
速
に
鎮
静
化
し
た
の
で
あ
る
。

　

③
民
生
の
改
善
・
保
障
の
重
視

　

今
回
の
地
震
で
は
多
く
の
学
校
・
病
院
が
倒
壊

し
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
不
備
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
の
第
一
七
回
党
大
会
以
降
、
政
権
後

期
に
入
っ
た
胡
錦
涛
指
導
部
は「
調
和
社
会
」（
経

済
格
差
が
解
消
さ
れ
共
同
富
裕
が
実
現
し
た
社

会
）
の
実
現
に
向
け
、
民
生
の
改
善
・
保
障
（
教

育
・
衛
生
・
医
療
・
社
会
保
障
・
住
宅
）
を
重
点

に
掲
げ
て
い
た
が
、
今
回
の
地
震
被
害
は
こ
の
重

要
性
を
改
め
て
裏
付
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
一
一
月
に
打
ち
出
さ
れ
た
包
括
的
経

済
対
策
で
も
、
民
生
の
改
善
・
保
障
が
重
視
さ
れ

て
い
る
。

●
経
済
へ
の
影
響

　

国
家
情
報
セ
ン
タ
ー
経
済
分
析
・
予
測
課
題
グ

ル
ー
プ
は
、
六
月
一
八
日
に
経
済
へ
の
影
響
の
試

算
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
被
災
地
域
の

経
済
の
ウ
エ
イ
ト
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

①
四
川
省
の
消
費
は
全
国
の
四・
四
八
％
、
被

災
地
域
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
〇・
三
％
に
満

た
な
い
。

　

②
四
川
省
の
投
資
は
全
国
の
四・
一
一
％
、
被

災
地
域
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
〇・
二
八
％
。

た
だ
し
、
災
害
復
興
投
資
は
毎
年
一
七
〇
〇
億
前

後
で
三
年
間
見
込
ま
れ
る
。

　

③
四
川
省
の
輸
出
は
全
国
の
〇・
六
八
％
、
被

災
地
域
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
〇・
一
％
に
満

た
な
い
。

　

④
四
川
省
の
輸
入
は
全
国
の
〇・
五
六
％
、
被

災
地
域
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
〇・
〇
三
％
よ

り
も
小
さ
い
。

　

⑤
四
川
省
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
全
国
の
四・
二
％
、
被

災
地
域
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
〇・三
四
％
。

　

⑥
全
国
か
ら
見
れ
ば
、被
災
地
域
の
一
次
産
業・

二
次
産
業・三
次
産
業
の
割
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
％

未
満
、
〇・三
六
％
、
〇・二
六
％
。

　

⑦
被
災
地
域
の
農
業
生
産
の
全
国
に
占
め
る
割

合
は
一・一
％
。

　

以
上
か
ら
試
算
す
る
と
、
地
震
は
全
国
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
に
〇・
一
ポ
イ
ン
ト
前
後
の
減
速
効
果
を

も
た
ら
す
が
、
災
害
復
興
は
成
長
を
〇・
四
ポ
イ

ン
ト
加
速
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
。

●
経
済
政
策
へ
の
影
響

　

①
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
転
換

　

二
〇
〇
八
年
当
初
の
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
イ
ン

フ
レ
・
経
済
過
熱
を
防
止
す
る
た
め
、
穏
健
な
財

政
政
策
と
引
締
め
気
味
の
金
融
政
策
が
と
ら
れ
て

い
た
。
だ
が
、
一
月
に
株
価
が
急
落
し
、
不
動
産

市
場
も
低
迷
し
た
。
ま
た
一
月
中
旬
に
は
、
建
国

以
来
の
大
雪
・
寒
波
が
南
方
の
大
部
分
と
西
北
地

方
の
東
部
を
襲
っ
た
。こ
れ
に
よ
り
輸
送
の
混
乱・

停
電
が
発
生
し
、
南
方
の
生
産
活
動
に
大
き
な
障

害
が
生
じ
た
。

　

二
月
に
入
る
と
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
間
か
ら
は

「
中
国
は
イ
ン
フ
レ
で
は
な
く
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の

声
が
出
て
き
た
。
三
月
に
開
催
さ
れ
た
全
人
代
で

は
マ
ク
ロ
経
済
政
策
の
目
標
は
維
持
さ
れ
た
が
、

そ
の
直
後
に
発
表
さ
れ
た
国
務
院
二
〇
〇
八
年
活

動
要
点
で
は
、
マ
ク
ロ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標

と
し
て
新
た
に
「
経
済
の
下
降
の
防
止
」
が
追
加

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

五
月
の
四
川
大
地
震
発
生
を
き
っ
か
け
に
、
金

融
緩
和
、
財
政
出
動
、
証
券
・
不
動
産
市
場
梃
入

れ
を
求
め
る
声
が
地
方
か
ら
高
ま
っ
た
。
地
震
か

ら
一
カ
月
た
っ
た
六
月
一
三
日
、
党
中
央
・
国
務

院
共
催
で
、
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
・
中
央
部
門

の
主
要
責
任
者
が
集
め
ら
れ
、「
中
央
・
地
方
責

任
者
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。
議
論
の
中
心
は
四

特
集

特
集

復興は進んでいるか？―アジアの自然災害
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川
大
地
震
対
策
と
経
済
政
策
の
基
本
方
針
で
あ
っ

た
。
こ
の
頃
に
は
す
で
に
輸
出
の
落
ち
込
み
も
目

立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
七
月
初
め
に
は
、
最
高

指
導
者
が
沿
海
部
を
視
察
し
、
こ
れ
を
総
括
す
る

形
で
国
務
院
経
済
情
勢
座
談
会
・
国
務
院
常
務
会

議
・
党
中
央
政
治
局
会
議
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
経
て
、
マ
ク
ロ
経
済
政
策

の
目
標
は
、「
経
済
の
平
穏
で
比
較
的
速
い
発
展

の
維
持
と
物
価
の
速
す
ぎ
る
上
昇
の
抑
制
」
に
改

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

②
包
括
的
経
済
対
策
の
発
動

　

九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ス
の
破
綻
及
び

国
際
金
融
危
機
の
発
生
に
よ
り
、
金
融
政
策
は
九

月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
引
締
め
か
ら
緩
和
に
向

か
っ
た
。
一
〇
月
に
は
、
七
～
九
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

実
質
成
長
率
が
九・
〇
％
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
一
一
月

五
日
、
包
括
的
経
済
対
策
を
発
表
し
、
マ
ク
ロ
経

済
政
策
の
目
標
を
「
経
済
の
平
穏
で
比
較
的
速
い

発
展
の
維
持
」
に
一
本
化
し
、
政
策
手
段
も
「
積

極
的
財
政
政
策
と
適
度
に
緩
和
し
た
金
融
政
策
」

に
変
更
し
た
。

　

こ
れ
は
一
〇
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

第
七
項
目
は
「
地
震
被
災
地
域
の
災
害
復
興
の
た

め
の
各
種
施
策
を
加
速
す
る
」
で
あ
り
、

二
〇
〇
八
年
は
二
〇
〇
九
年
分
の
災
害
復
興
基
金

支
出
を
二
〇
〇
億
元
前
倒
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
末
ま
で
に
四
兆
元
の
投
資
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
う
ち
一
兆
元
は
災
害
復

興
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
災
害
復
興
は
完
全
に
景
気
対
策
の
一
部
に
組

み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

③
二
〇
〇
九
年
度
予
算

　

二
〇
〇
九
年
三
月
の
全
人
代
に
お
い
て
承
認
さ

れ
た
「
政
府
活
動
報
告
」
で
は
、
内
需
拡
大
の
項

目
で
「
地
震
被
災
地
域
の
災
害
復
興
を
早
急
に
推

進
す
る
。
災
害
復
興
総
体
計
画
を
早
急
に
全
面
実

施
し
、
中
央
財
政
は
二
〇
〇
九
年
、
さ
ら
に

一
三
〇
〇
億
元
の
災
害
復
興
資
金
を
手
当
て
す

る
」
と
さ
れ
た
。
災
害
復
興
は
地
震
発
生
か
ら
三

年
計
画
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
加
速
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

な
お
、
二
〇
〇
八
年
度
の
地
震
災
害
復
興
支
出

は
六
九
八・
七
〇
億
元
で
あ
り
、
主
要
な
も
の
は

都
市
・
農
村
住
宅
再
建
三
八
〇
億
元
、
イ
ン
フ
ラ

再
建
九
七・
四
九
億
元
、
産
業
再
建
四
八
億
元
、

防
災
・
減
災
能
力
建
設
二
四・
三
六
億
元
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。

●
残
る
課
題

　

災
害
復
興
が
内
需
拡
大
策
の
中
に
組
み
込
ま
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
復
興
は
順
調
に
進
む
こ

と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
問
題
は
あ
る
。

　

①
内
需
拡
大
に
ウ
エ
イ
ト
が
か
か
る
と
イ
ン
フ

ラ
建
設
中
心
に
な
り
、
経
済
効
果
の
少
な
い
生
態

環
境
・
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
・
孤
児
や
身
寄
り
の

な
い
老
人
対
策
な
ど
に
十
分
な
資
金
が
回
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

　

②
地
震
が
再
度
発
生
し
か
ね
な
い
地
域
に
つ
い

て
は
、
住
民
を
移
転
さ
せ
他
の
場
所
に
町
を
再
建

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に

い
く
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
。
共
同
通
信
綿
陽
電

二
〇
〇
九
年
五
月
五
日
に
よ
れ
ば
、
町
ご
と
の
移

転
事
業
を
め
ぐ
り
、
移
転
先
の
農
民
数
千
人
が
、

農
地
収
用
の
補
償
金
の
低
さ
に
怒
り
、
三
月
三
日

に
綿
陽
市
で
暴
動
を
起
こ
し
て
い
る
。

　

③
地
震
で
学
校
が
多
く
倒
壊
し
生
徒
が
死
亡
し

た
が
、
遺
族
へ
の
補
償
問
題
が
解
決
し
て
い
な
い
。

　

特
に
③
は
報
道
管
制
が
し
か
れ
て
い
る
た
め
、

外
部
に
は
全
く
状
況
が
把
握
で
き
な
い
。
共
同
通

信
北
京
電
二
〇
〇
九
年
四
月
一
日
に
よ
れ
ば
、
四

川
大
地
震
で
倒
壊
し
た
校
舎
の
手
抜
き
工
事
問
題

に
関
す
る
独
自
調
査
を
し
て
い
た
地
元
の
環
境
保

護
活
動
家
、
譚
作
人
氏
が
三
月
二
八
日
、
四
川
省

成
都
警
察
当
局
に
国
家
政
権
転
覆
扇
動
罪
で
逮
捕

さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
が
中
国
政
治
の
一
面
で

も
あ
る
。

（
た
な
か　

お
さ
む
／
東
京
大
学
大
学
院
総

合
文
化
研
究
科
客
員
教
授
）


